
⾼知の中⼭間地から、

「⾼校⽣の学び」で
「まちの未来」をデザインする。

⼀般社団法⼈れいほく未来創造協議会

⾼知県⼟佐町



Ⅰ
これまでの取り組み

「嶺北⾼校魅⼒化プロジェクト」
⾼知県の中⼭間に位置する嶺北地域には、地域唯⼀の⾼校である嶺北⾼校があります。
⼈⼝減少の煽りを受け、⽣徒数は⼀時６７名(H30年度)にまで落ち込み統廃合の危機に。

⾼校⽣年代の⼈⼝流出はその親世代の流出にも直結し、地域の持続可能性に関わる事態に。

H30年の発⾜当初から、「存続化」ではなく「魅⼒化」を旗印に、PJを開始。
「主体性」「地域創造」「多⽂化協働」を⾼校と地域が共通のスローガンとして掲げ、

⾼校⽣の学びの環境の充実は勿論、地域の活性に資することを⽬指しPJを推進。
地域外からの⽣徒募集をはじめ、留学⽣受⼊のための「寮」、学⼒向上と多様なキャリア
実現を⽀援する「公営塾」の設置、地域課題解決を⽬指す「探究学習」の創設など、

急ピッチで改⾰に着⼿。取り組みが奏功し、R,4年度には全校⽣徒数１０８名に回復し、
⼀時眼前に迫っていた存続の危機を回避する。



問題意識

「⾼校魅⼒化」の持続可能性Ⅱ
To be an attractive high school sustainably

「嶺北⾼校魅⼒化」は
“成功した”のか？
今や⾼校魅⼒化の取り組みは全⼟に広がりつつあり、同じスキームを利⽤して全国募集を

⾏う⾼校の数は100校にのぼるようになった。

地域⼈⼝の⾃然減は避けられない中で、これからの⾼校は、地域は、いかにあるべきか。

ー絶え間ない魅⼒づくり？

ー⽣徒募集のあらたなスキーム？
ーそもそも何をもって「成功」と呼ぶのか？



問題意識

「⾼校魅⼒化」の持続可能性Ⅱ
“維持存続”のその先へ。

それは、⽇本の「地域」を考えるということ。
⽇本全国の基礎⾃治体のうち⾼校のない⾃治体は全体の３割であり、

かつ4割弱の⾃治体には1地域に１つの⾼校しかない。

各地で、維持存続や特⾊化に向けた動きが進んでいるが、社会全体がシュリンクしてい
く中で、そのリソースには限界もある。

地⽅における⾼校の消滅は、
「教育格差の拡⼤」「学びの選択肢の喪失」といった直接的影響のみならず、

我が国の「⽂化的多様性の喪失」すなわち「地域の消滅」にもつながりかねない。



Ⅲ
“その先へ向けて”

持続可能な学びの場づくり

【⾼校⽣を核とした学びと共創のネットワーク】

【現在地】

「避けがたい規模の縮⼩」

「リソース的限界」

「絶え間ない魅⼒づくりの必要性」

【⽬指す未来】

「“ネットワーク”であらゆる制約を克服、

地域の魅⼒×多様な選択肢」

「⾼校⽣ら個々の活動⾃体が魅⼒に！」



2023東⼤FS テーマ/スケジュール(予定)

・オリエンテーション

/オリエン,学⽣ヒアリング etc

・現地活動
/現地での調査活動等

・研究等

/現地調査に基づいた研究

・現地報告会,WSなど
/研究結果を踏まえた発表機会

学⽣,地域向けのWS実施など。

~６⽉

７- 9⽉

10 - 12⽉

1- 2⽉

【スケジュール例】 【テーマ例】

「嶺北地域における⾼校魅⼒化の価値に関する調査研究」

：学校/地域など様々なアクターの関わる⾼校魅⼒化PJにおい

て、その意義や期待する価値、効⽤等について、質的量的に

調査し、地域と⾼校の⽬指すべき未来の輪郭を明らかに

することを⽬的とした研究を⾏う。

「⾼校⽣と地域住⺠がともに学ぶ場の効⽤等に関する調査研究」
：⾼校⽣と地域住⺠が地域資源の発掘や新たな利活⽤について、

ともに学び考える「とまり⽊の分校」事業について、効⽤や

充実に資する視点を事業への⼀部参画を通して検証する。

※その他⾼校教育×地域の観点での⾃由なテーマ設定も歓迎します。


